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様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会 議 の 名 称  令和３年度 第２回伊勢崎市在宅医療介護連携推進会議 

開 催 日 時  令和４年２月３日（木） 午後２時～２時３０分 

開 催 場 所 
 伊勢崎市役所 東館５階第１会議室 

 Web開催（Zoom） 

出 席 者 氏 名 

会長 大澤 誠 

委員 美原 樹   委員 久保田 勝夫 委員 今井 亮一 

委員 竹田 靖子  委員 金井 伸一  委員 清水 宏之 

委員 大下 洋美  委員 桑原 裕子  委員 原  文子 

委員 井上 恵美子 委員 櫛谷 雅子  委員 金谷 晶子 

委員 見城 秀樹  委員 柳  伸二  委員 黒須 一雄 

委員 勅使川原 覚 委員 樋口 友幸 

 

 長寿社会部長   岡田 勝彦  長寿社会部副部長 鵜生川 修 

 介護保険課長   亀井 洋志 

 地域包括支援センター      柿沼 正幸  徳江 剛 

瀧澤 千晶  金井 幸子 

石倉 美和  児島 由香 

傍 聴 人 数  なし 

会 議 の 議 題 

報告事項 

（１） 伊勢崎市在宅医療介護連携推進会議委員の交代について 

（２） 令和３年度 退院調整状況アンケートの暫定結果について 

 

議事 

（１）オンラインによる会議等に関するアンケート調査の結果について 

会 議 資 料 の 内 容  第２回伊勢崎市在宅医療介護連携推進会議資料 
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会 議 に お け る

議 事 の 経

過及び発言の要旨 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

 

２．会長あいさつ 

昨年９月３０日に開催された第１回目の会議で、退院時のカンファレンス

が滞っているのでオンラインの活用ができないかということが議題として出

ました。そこで、在宅医療介護連携センターいせさき・たまむらで病院、ケ

アマネ、地域包括支援センターに対しオンラインで会議ができるかどうかア

ンケートをとらせていただきました。非常にスピーディーに調査を進めるこ

とができたのは皆様のご協力のおかげだと思います。まだ実際には運用され

ていないと思いますが、ポストコロナになってもこの仕組みが上手くいくこ

とで病院と在宅の連携がより進んでいくと思います。この推進会議としても

それを見守っていきたいと思っております。 

 

３．報告事項 

（１） 伊勢崎市在宅医療介護連携推進会議委員の交代について 

【事務局】現在の委員の任期が令和４年３月３１日までとなり、次年度以降

の委員の推薦については、今後各団体を通して依頼。また、委員の再任は

妨げない旨を説明。 

 

※質疑等なし 

 

（２）令和３年度 退院調整状況アンケートの暫定結果について 

【連携センター】在宅医療介護連携センターいせさき・たまむらが行った退

院調整状況アンケートの暫定結果について説明。 

【会長】当事者としてまずは病院側から何かコメントはありますか？ 

【委員】アンケートの結果はとても良い結果が出たと思いました。ただ、悪

い点の２つ目で「入院時情報提供書を届けたにも関わらず、知らない間に

転院していた」というコメントがありますが、このあたりの対応がなかな

か難しいと感じました。 

【会長】ケアマネジャーの立場でご意見はありますか？ 

【委員】２点あります。まず、連携センターの説明で退院調整ルールに変更

があったとのことですが、その変更点を教えてください。また、先ほどの

病院からのお話ですが、転院のときの連絡が難しいというのはどのような

状況から難しいのか教えていただければと思います。 

【連携センター】変更については、今まで保健福祉事務所が事務を行ってい

たものを、今年度からは市から委託を受けた当センターが行うことに変

わったということです。 

【委員】患者さんが入院したときには、必ずケアマネさんに電話をして入院

したことを連絡していますが、転院するときに、全てを把握してケアマネ

さんに連絡するのはこれからの課題だと思っています。 

【委員】病院内で一人一人の患者さんの状況を把握することが難しいという

ことでしょうか？ 

【委員】退院支援職員が、患者さんが入院したときにはケアマネさんがつい

ていることを把握するのですが、退院するときに実際に職員が関わるのは

退院が決まったときになります。その間、直接病棟だけで把握していると

いうこともありますので、これからはそれが課題だと思います。 

【委員】わかりました。ありがとうございます。 

  

４．議事 

（１） オンラインによる会議等に関するアンケート調査の結果について 

【連携センター】第１回伊勢崎市在宅医療介護連携推進会議を受け、在宅医
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療介護連携センターいせさき・たまむらが行ったオンラインによる会議等

に関するアンケート調査の結果を説明。 

【委員】それぞれの病院、居宅介護支援事業所、地域包括支援センターには

どの施設がオンライン対応可能かという情報が渡っているということでよ

ろしいですか。 

【連携センター】取りまとめ結果を一度アンケートの調査先へ戻し、修正が

ないかの確認を依頼しました。その後訂正や追加があったので、修正した

資料を今後アンケートの調査先へ配布する予定です。 

【会長】今後運用する立場になるケアマネジャーの立場からいかがですか？ 

【委員】まだ実施はしていないのですが、ぜひオンラインでの会議の機会を

作っていただければ、電話での聞き取りだけでなく、実際のニュアンス的

なものも把握できますし、本人の動作等も確認できると在宅に戻ってから

のケアプラン作成に非常に効果的だと思います。 

【会長】病院側はいかがでしょうか？ 

【委員】病院でもまだ実施はしていませんが、患者さんのところへ機材を

持って行き、患者さんの状態を映しながら会議ができると将来的にとても

良いと思います。今はまだ面会制限をしているので、とても役立つと思い

ます。 

【会長】訪問看護の方もこういったことができると良いと感じますか？ 

【委員】もちろんです。機会があれば、環境は整っていますのでいつでも参

加できます。 

【会長】ぜひ居宅介護支援事業所の方には、ほかのサービス提供事業所も招

いてオンラインでのカンファレンスを行っていただきたいと思います。ま

た、医者としてもオンラインであれば参加できるということがあると思い

ますので、ポストコロナになっても活用していただければと思いますので

よろしくお願いします。 

 

５．その他 

 特になし 

 

６．閉会 

 


